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学校教育目標 「自主性を養う」
～自らより髙い価値を創造しようとする力をつける～

３学期始業式（1月6日）校長先生のお話より（抜粋）

・・・「未見の我（みけんのわれ）」、意味は、「いまだ見たこ
とのない自分自身」「未だ､見たことのなかった自分を目指す
ために本気でやってみる。」ということです。吉田松陰の言葉
です。「未だ、見たことのなかった自分を目指しなさい。心は
熱く、一生に一度くらい、本気でやってみなさい。必ず達成し
ます。運命を造りなさい。」
今まで皆さんの学級通信を読ませていただいた中に、「今
までとはちがって○○ができるようになった」「前とはちがう自
分だ」ということが多く書かれていました。新たな自分づくりに
挑戦していって欲しいと思います。
３学期は、「まとめ」と「別れ」と「来年度の準備」の学期です。

３年生は、学力にしても、生活態度にしても、４月から胸を張って新しい世界に飛び込んで行かれるように
自分自身を鍛えること。
２年生は、「学校の中心」「学校の顔」となれるように自分自身を鍛えること、修学旅行の準備もあります。

１年生は、１年生の見本となる先輩になれるよう自分自身を鍛えること、誰とでも仲良く明るく生活できる力、
そんな準備だと思います。

３月、「第三中学校でよかった」そんな別れができるように、短い３学期ですが、がんばってやっていきま
しょう。

【生活ノート「紡ぐ」より】
○今日、１時間目に始業式がありました。ついに、３学期が始まったので私も校長先生がおっ
しゃっていたように、自分を鍛えていきたいです。１年生として最後の学期を頑張りたいです。
○校長先生のお話で「未見の我」という言葉が出てきました。最初は「なんだろう？」と思いま
した。校長先生のお話を聞いていると、「未だに見たことのない自分」という意味でした。
「未見の我」は、私も考えたことが無かったので、これからどんどん「未見の我」を見つけた
いです。
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1/6（金） 晴天の3学期初日、
全48日間の学校生活がスタート
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２学期終業式（12月27日） 校長先生のお話より（抜粋）
・・・さて、今日は、二学期の自分、１年間の自分をちょっと立ち止まって振り返る日

です。自分の目標に向かって頑張れたでしょうか。周りの人たちに優しくできたでしょう
か。人の嫌がることや傷つける言葉を言わなかったでしょうか。先日、学校に地域の方

より、次のお手紙が届きました。三中生の話です。
「資源ごみ収集のある日のことです。収集時間が過ぎていて係の方は解散して、いませ
んでした。雑誌や新聞にはもうシートがかけてありました。私のような年寄りには、シー
トをはずすのもひと苦労です。そんな時です。３人の男子生徒がシートをめくって、中に新聞や雑誌を入れ
て、またシートをかけてくれました。そして、何事もなかったように友だちとニコニコしながら学校へ行ったの
です。ただ々、年寄りの私は「ありがとう」の一言でした。私の心の中には、優しさが残りました。何年生な
んだろうか。我が家の孫たちも よそ様の方に、優しくできるだろうかと考えさせられた一日でした。」

私はこのお手紙を読ませていただいて、「見て見ぬ振りもできるのに」「自分は
急いでいるからと言い訳できるのに」、何気なく手を差し伸べる、真の「やさしさ」
とは、こういうところにあるんだなと感心させられました。これは、困っている人を
そのままにしない、すぐに行動に移せる心の強さのあらわれだと思います。一つ
のやさしさが人の心を動かし、手紙をしたためていただき、切手を貼り、ポストま
で足を運んでいただける。私は、この手紙をいただいたとき、三中全体がほめら
れたみたいでうれしかったです。

新しい年を迎え、決意を新たにして欲しいと思います。コロナ対策をしっかりし
て、３年生は、進路に向けて、勉強してください。あきらめずにやり通してください。
２年生は、生徒会を引継ぎ、学校を引っ張る準備、１年生は先輩になる準備をし

てください。

◇吹奏楽部 アンサンブルコンテスト

東信Ｂ地区大会 1/9

○サクソフォン三重奏 金賞 ○管打六重奏 銀賞 ○管打八重奏 銀賞

東信ブロック大会 １/14

○サクソフォン三重奏 金賞 県大会出場 ○管打六重奏 銀賞

◇女子ソフトテニス部 県中学新人ソフトテニス選抜大会団体（兼 北信越インドア大会） 三位

お手紙は額に入れて昇降
口に掲示しています。


